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研究背景・目的 自動車車体のマルチマテリアル化，接合技術の問題

接着接合
 接合が容易
 コスト低
 複雑な破壊形態

研究目的
 接着剤の破壊力学的評価手法の確立
 数値シミュレーションによる破壊予測技術の

確立

破壊試験 CAE解析

種々の負荷モードを再現した破壊試験装置

画像相関法を用いたひずみ分布

破壊力学パラメータ（J積分）の測定

Mixed Model Cohesive Zone Model 
(MMCZM)による接着層モデルの構築

接着層モデルをユーザーサブルーチンにより，
CAEソフトウェアに実装

種々の負荷モード下での接着強度の
正確な予測が可能

Traction-Separation law: 
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